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前
回
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、
足
利
学
校
に
於
い
て
書

写
さ
れ
た
『
論
語
義
疏
』
が
、
北
京
大
学
図
書
館
に
現
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
南
京
図
書
館
に
『
論
語
義
疏
』
鈔
本
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
二
つ
の
話
の
続
き
を
述
べ
る
。

　

北
京
大
学
図
書
館
に
影
鈔
足
利
学
校
本
が
登
録
さ
れ
た
の
は
、

民
国
二
十
三
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
九
日
で
あ
る
が
、
こ
の
写

本
が
い
か
に
し
て
北
京
大
学
図
書
館
に
入
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
そ
れ
以
前
に
こ
の
影
鈔
本
を
観
た
人
物
が
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
れ
は
大
蔵
書
家
で
あ
っ
た
傅
増
湘
（
一
八
七
二
―

一
九
四
九
）
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
著
『
蔵
園
群
書
経
眼
録（

一
）』（

巻
二
、

経
部
二
、九
三
頁
）
の
中
で
、

　

論
語
義
疏
十
巻　

魏
何
晏
注　

梁
皇
侃
疏

日
本
写
本
、
九
行
二
十
字
。
有
影
摹
「
足
利
学
校
」「
轟
文
庫
」

両
朱
印
。
毎
巻
首
下
方
有「
睦
子
」二
字
。（
徐
坊
遺
書
。
癸
亥
）

と
書
き
留
め
て
い
る
。「
足
利
学
校
」「
轟
文
庫
」
の
二
つ
の
印
の
模

写
が
あ
り
、
毎
巻
首
の
下
方
に
「
睦
子
」
と
足
利
学
校
第
十
一
代
庠

主
明
哲
の
別
号
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
足
利
学
校
本
を

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
癸
亥
と
い
う
の
は
民
国
十
二
年（
一
九
二
三
）

で
、
こ
の
年
、
傅
増
湘
は
徐
坊
（
一
八
六
四
―
一
九
一
六
）
が
死
後

に
残
し
た
本
と
し
て
閲
覧
し
た
の
で
あ
る
。
足
利
本
の
写
本
は
、
一

時
徐
坊
の
蔵
書
で
あ
っ
た
の
だ
。
一
九
一
一
年
に
清
朝
が
倒
れ
て
か

ら
、
何
ら
か
の
経
緯
で
徐
坊
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

傅
増
湘
が
こ
の
書
を
観
て
か
ら
、
十
一
年
後
に
北
京
大
学
図
書
館
に

研
究
余
滴ま

だ
見
ぬ
鈔
本
『
論
語
義
疏
』（
五
）

影　

山　

輝　

國



― 70 ―

登
録
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
に
は
、
も
う
一
つ
『
論
語
義
疏
』

鈔
本
の
記
述
が
あ
る
。
先
に
引
い
た
足
利
影
鈔
本
の
直
前
に
、

　

論
語
義
疏
十
巻　

魏
何
晏
注　

梁
皇
侃
疏

日
本
室
町
時
代
写
本
、
半
葉
九
行
、
行
二
十
字
。
高
七
寸
七
分
、

寛
五
寸
六
分
。
鈐
有
「
金
沢
文
庫
」
印
。

と
あ
る
。
そ
も
そ
も
傅
増
湘
は
訪
書
の
際
、常
に
莫
友
芝（
一
八
一
一

―
一
八
七
一
）
撰
『
郘
亭
知
見
伝
本
書
目
』
携
え
て
行
き
、
そ
れ
に

自
ら
の
所
見
を
書
き
加
え
て
、『
蔵
園
瞥
録
』
な
る
も
の
を
作
っ
て

い
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
傅
増
湘
の
孫
、
傅
熹
年
が
整
理
出
版
し

た
も
の
が
中
華
書
局
刊
『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
で
あ
る
。
傅
熹
年
は

後
年
、
別
に
『
蔵
園
訂
補 

郘
亭
知
見
伝
本
書
目（

二
）』

を
も
中
華
書
局

か
ら
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
巻
三
、経
部
八
、四
書
類
、一
四
一
頁
に
、

　

論
語
義
疏
十
巻　

魏
何
晏
等
注
、
梁
皇
侃
疏
。

な
る
書
名
撰
者
名
の
下
、
根
本
刊
本
、
武
衛
殿
刊
本
、
知
不
足
斎

刊
本
な
ど
に
つ
い
て
の
莫
友
芝
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
後
、

　
〔
補
〕〇
日
本
室
町
時
代
写
本
、九
行
二
十
字
、鈐「
金
沢
文
庫
」印
。

と
い
う
傅
増
湘
の
補
記
が
あ
る
。
こ
れ
が
『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
の

も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
の
寸
法
な
ど
は
こ
ち
ら
に
は
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
傅
増
湘
の
別
の
著
述
、
札
記
、
手
稿
な
ど
か
ら

補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（

三
）。

　

さ
て
、
傅
増
湘
が
こ
の
室
町
時
代
鈔
本
を
い
つ
、
ど
こ
で
目
睹
し

た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。「
整
理
説
明
」
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も

現
存
三
十
八
冊
の
『
蔵
園
瞥
録
』
中
、
二
十
九
冊
は
傅
増
湘
が
中
国

各
地
で
目
に
し
た
書
物
、
二
冊
は
一
九
二
九
年
秋
、
彼
が
来
日
し
た

時
に
観
た
書
物
、
七
冊
は
彼
の
所
蔵
す
る
書
物
の
記
録
な
の
で
あ
る

が
、『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
で
は
そ
れ
ら
を
書
名
ご
と
に
ま
と
め
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
中
国
で
観
た
の
か
、
日
本
で
観
た
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
日
本
で
は
宮
内
省
図
書
寮
、内
閣
文
庫
、

岩
崎
氏
静
嘉
堂
、
内
藤
氏
恭
仁
山
荘
、
前
田
氏
尊
経
閣
及
び
西
京
諸

古
刹
所
蔵
の
善
本
を
記
録
し
た
と
「
整
理
説
明
」
は
言
う
。
現
在
所

蔵
が
明
ら
か
な
三
十
六
本
の
写
本
中
「
金
沢
文
庫
」
の
印
記
が
あ
る

も
の
は
一
本
も
な
い
。
但
し
前
田
氏
尊
経
閣
に
あ
る
応
永
三
十
四
年

鈔
本
（
応
永
本
）
に
は
「
金
沢
学
校
」
な
る
印
記
が
有
り
、
九
行

二
十
字
で
あ
る
。
こ
の
本
の
大
き
さ
は
、縦
二
十
二
、五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
横
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。「
高
七
寸
七
分
、
寛
五

寸
六
分
」
は
、
清
朝
の
寸
法
な
ら
ば
縦
約
二
十
四
、六
セ
ン
チ
メ
ー
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ト
ル
、
横
十
七
、九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
日
本
の
寸
法
な
ら

ば
縦
約
二
十
三
、三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
ま
た
「
金

沢
学
校
」
は
石
川
県
に
あ
っ
た
も
の
で
、「
金
沢
文
庫
」
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
鈔
本
の
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
傅
増
湘
は

日
本
か
ら
帰
国
し
た
翌
年
、「
東
西
京
諸
家
観
書
記
」（
蔵
園
東
游
別

録
巻
第
四
）
を
、『
国
聞
週
報
』
第
七
巻
第
二
十
一
期
（
民
国
十
九

年
六
月
二
日
）
か
ら
第
二
十
五
期
（
民
国
十
九
年
六
月
三
十
日
）
に
、

毎
週
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
前
田
侯
爵
尊
経
閣
蔵
書
の
項
で

も
、『
論
語
義
疏
』
鈔
本
に
つ
い
て
は
一
切
何
も
言
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
も
そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
「
金
沢
文
庫
」
と
い
え
ば
、
近
藤
正
斎
（
一
七
七
一
―

一
八
二
九
）
の
『
右
文
故
事
附
録（

四
）』

巻
之
四
（
四
百
四
十
八
頁
）
に

不
思
議
な
記
述
が
あ
る

　

論
語
義
疏　

写
本　
　

全
十
冊

首
ニ
轟
文
庫
ノ
墨
印
ア
リ
睦
子
ノ
印
ア
リ
、
世
ニ
行
ハ
ル
ヽ
義

疏
ノ
原
本
ナ
リ

右
「
原
本
ナ
リ
」
の
下
に
、
小
字
双
行
で

　

宋
板
義
疏
ハ
金
沢
文

　

庫
真
本
ノ
下
ニ
出
ス

と
あ
る
が
、こ
の
意
味
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
宋
板
の
『
論
語
義
疏
』

な
ど
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
存
在
す
ら
疑
わ
し
い
。
か
り
に
そ
れ
が

存
在
し
た
と
し
て
、
そ
れ
は
金
沢
文
庫
の
真
本
に
拠
っ
て
作
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
沢
文
庫
の
真
本
と

は
、
金
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
中
国
伝
来
の
旧
鈔
本
の
意
味
な

の
か
。

　

そ
も
そ
も
「
首
ニ
轟
文
庫
ノ
墨
印
ア
リ
睦
子
ノ
印
ア
リ
」
以
下
の

記
述
は
足
利
学
校
所
蔵
の
鈔
本
を
指
し
て
い
る
が
、「
轟
文
庫
」
は

朱
印
で
あ
っ
て
、
墨
印
で
は
な
い
。
ま
た
、「
睦
子
」
は
印
で
な
く
、

筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
ど
う
も
正
斎
の
こ
こ
の
記
事
は
信
憑
性
に

欠
け
る
。
た
だ
、
彼
自
身
、
室
町
末
期
の
鈔
本
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
『
正
斎
書
籍
考（

五
）』

巻
三
、経
部
「
論
語
義
疏
」
の
項
（
三
百
九
頁
）

に
、
以
下
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

　　

皇
朝
古
鈔
本
数
通
ア
リ
予
モ
室
町
季
世
ノ
古
本
ヲ
収
儲
ス

　　

予
室
町
季
世
伝
写
ノ
義
疏
及
ビ
諺
解
ヲ
儲
蔵
ス

　
金
沢
文
庫
に
『
論
語
義
疏
』
の
真
本
が
あ
っ
た
と
い
う
の
な
ら
、
重
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要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
傅
増
湘
が
観
た
も
の
は
「
金
沢
文
庫
」
の
印

が
あ
っ
て
も
室
町
時
代
写
本
で
あ
る
か
ら
、
正
斎
の
い
う
真
本
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
南
京
図
書
館
に
あ
る
は
ず
の
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
に
つ
い
て
。

前
回
述
べ
た
ご
と
く
、
南
京
図
書
館
に
は
、
姚
文
棟
所
蔵
で
あ
っ
た

「
松
本
本
」
と
、
丁
氏
八
千
巻
楼
旧
蔵
の
「
松
田
本
」
と
が
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
候
補
と
な
る
の
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
七
日
に
ウ
ェ

ブ
上
で
捜
し
た
Ｇ
Ｊ
１
１
２
３
０
８
の
『
論
語
義
疏
』
十
巻
五
冊
で

あ
る
。
い
ま
そ
の
検
索
画
像
を
示
せ
ば
、

　

昨
年
（
二
〇
一
三
年
）
九
月
九
日
、
十
日
の
両
日
、
こ
の
本
を
観

る
た
め
に
南
京
図
書
館
を
訪
問
し
た
。
南
京
図
書
館（
略
称「
南
図
」）

は
俗
に
「
難
図
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
本
を
見
せ
て
く
れ
な
い
こ
と

で
有
名
な
の
で
、
事
前
に
中
国
の
著
名
な
学
者
と
機
関
の
紹
介
状
を

二
通
準
備
し
た
。
そ
れ
で
も
出
か
け
る
前
か
ら
若
干
の
不
安
が
あ
っ

た
。
紹
介
状
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
が
南
京
の
友
人
を
通
じ
て

南
京
図
書
館
に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

直
後
か
ら
、
上
に
掲
げ
た
画
像
は
ウ
ェ
ブ
上
か
ら
削
除
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

案
の
定
、
古
籍
閲
覧
室
の
若
い
出
納
係
に
目
的
の
図
書
番
号
を
告

げ
た
が
、彼
の
机
上
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
画
面
に
は
何
も
表
示
さ
れ
ず
、

「
こ
ん
な
本
は
な
い
」
の
一
点
張
り
。
そ
こ
で
こ
の
と
き
の
為
に
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
お
い
た
検
索
画
像
と
紹
介
状
と
を
見
せ
る
と
、

「
事
情
の
わ
か
る
担
当
者
が
い
な
い
か
ら
明
日
来
い
」
と
い
う
。
翌

日
出
直
す
と
、
中
年
男
性
が
座
っ
て
お
り
、
彼
の
話
で
は
、
ウ
ェ
ブ

上
の
画
像
は
、
古
い
図
書
カ
ー
ド
か
ら
図
書
の
存
在
を
確
認
せ
ず
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
で
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ウ
ェ
ブ
上
か
ら
削
除
し
た

と
の
こ
と
。
で
は
そ
の
図
書
カ
ー
ド
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
言
う
と
、

図
書
館
の
引
っ
越
し
の
際
、ま
と
め
て
ど
こ
か
に
し
ま
っ
て
し
ま
い
、

見
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
何
を
言
っ
て
も
取
り
つ
く
島
も
な
く
、
閲

覧
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
当
に
こ
の
本
が
存
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在
し
な
い
の
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
た
中

国
の
先
生
に
報
告
す
る
と
、
無
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
い
う
顔
を
さ

れ
、「
ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
尋
ね
て
み
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
言

わ
れ
た
。
い
つ
の
日
か
こ
の
本
が
出
現
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　　

南
京
図
書
館
で
一
つ
面
白
い
も
の
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
が
左
の
写

真
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
汪
兆
銘
国
民
政
府
に
隷
属
す
る
行
政
院
文
物
保
管

委
員
会
図
書
専
門
委
員
会
所
蔵
『
八
千
巻
楼
善
本
目
録
』（
Ｇ
Ｊ

３
５
７
５
３
９
）
の
目
次
と
十
五
ペ
ー
ジ
の
写
真
で
あ
る
。

　　

論
語
義
疏
十
巻　
　

梁
呉
郡
皇
侃　

日
本
写
本　
　
　
　

五
冊

　
と
著
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
は
一
九
四
一
年
四
月
か
ら

一
九
四
九
年
九
月
ま
で
存
続
し
た
か
ら
、八
千
巻
楼
の
『
論
語
義
疏
』

（
松
田
本
）が
中
華
人
民
共
和
国
成
立
直
前
ま
で
南
京
図
書
館
に
あ
っ
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た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
よ
う
。

（
待
続
）

注（
一
） 

傅
増
湘
撰
『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
中
華
書
局　

一
九
八
三
年
九
月
。

（
二
） 

莫
友
芝
撰
、
傅
増
湘
訂
補
、
傅
熹
年
整
理
『
蔵
園
訂
補　

郘
亭
知

見
伝
本
書
目
』
中
華
書
局　

二
〇
〇
九
年
四
月
。
こ
れ
に
先
だ
っ

て
一
九
九
三
年
六
月
、
傅
熹
年
は
、
同
出
版
社
か
ら
同
一
書
名
の

手
書
き
の
も
の
を
出
版
し
て
い
る
。

（
三
） 『
蔵
園
群
書
経
眼
録
』
巻
頭
の
「
蔵
園
群
書
経
眼
録
整
理
説
明
」

に
「
熹
年
謹
以
這
三
十
八
冊
『
瞥
録
』
為
主
、
参
考
其
他
撰
述
和

札
記
手
稿
等
、
整
理
成
此
書
」
と
あ
る
。

（
四
） 『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
二　

国
書
刊
行
会　

一
九
〇
六
年
三
月
。

（
五
） 『
近
藤
正
斎
全
集
』
第
三　

国
書
刊
行
会　

一
九
〇
六
年
十
月
。

（
か
げ
や
ま　

て
る
く
に
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


